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府立岸和田高等学校 

校長  中山 玲代 

 

令和３年度 学校経営計画及び学校評価 
 

１ めざす学校像 

■ 育てたい生徒像：  ○岸高生の誇りと高い志を持ち、主体的な学びができる爽やかで骨太の生徒 

○チャレンジ精神に富み、将来、リーダーとして、未来を拓きグローバルに活躍する生徒 

■ 目標とする学校像： 「すべての教育活動を通じ、生徒・教職員がともに、主体的な学びで成長する学校」をめざす 

創立 120 年を超える歴史を有する本校の役割は、生徒･保護者・地域・社会の期待に応じた生徒の進路実現を図り、地域・社会に有為で未来を拓く人材を育成することにある。「グローバル・

リーダーズ・ハイスクール（ＧＬＨＳ）」と「スーパーサイエンスハイスクール（ＳＳＨ）」としての責務を理解し、さらに充実した教育活動の展開を図る。 

２ 中期的目標 

１ 確かな学力の確立とグローバルリーダーの育成 

 (１)生徒の持つ力を最大限に引き出す。 

ア 「思考力を深める」授業を探求し、学校組織としての授業力向上に取り組み、確かな学力の育成をめざす。 

 イ 「岸高学びのスタイル」を各教科で作成・共有し、３年間の指導目標を教員間で確認する。 

 ウ 「土曜の午前は学習タイム」を徹底し、生徒が主体的に学ぶ環境を整える。 

 ※授業アンケート項目８「授業に興味・関心を持つことができた」項目９「知識や技能が身についた」の平均を3.20/4.0以上を維持(Ｈ30 3.16  Ｒ１ 3.19 Ｒ２ 3.28) 

※（生徒向け）学校教育自己診断「土曜日の午前中を学習に活用」を60％以上に。（Ｈ30 61.2% Ｒ１ 56.8％ Ｒ２ 58.6%） 

 (２)グローバルリーダーズハイスクール（ＧＬＨＳ）・スーパーサイエンスハイスクール（ＳＳＨ）としての学力向上・活動内容の充実を図る。 

ア ４技能統合型の英語授業の導入により、英語で「聞く・話す・読む・書く」運用力をバランスよく身につけさせる。 

イ グローバルリーダー養成プログラム等により、海外の大学生や高校生との交流を通じてディスカッション・プレゼンテーション能力を育成する。 

ウ 地域協働や外部連携等により、ＳＳＨやＧＬＨＳの活動を深化し、次期ＳＳＨ事業の準備を進める。 

エ ＩＣＴ機器を活用しながら、課題研究の指導手法を一般教科に広める。 

※（生徒向け）学校教育自己診断「岸高での授業に満足」を85％に。（Ｈ30 80.7％ Ｒ１ 82.3％ Ｒ２ 83.2%） 

(３)「朝読」（読書活動）を実施し、思考力、表現力を養う手段として教科指導と連動し、有効に活用する。 

２ 高い志をはぐくみ、進路実現をめざす取組み 

(１) ＧＬＨＳ、ＳＳＨ事業を活用して３年間を見据えたキャリア教育を実施し、生徒が主体的に考え、それぞれの将来像を描けるよう、「学び方を学ぶ」・「学びに向か

う力をつける」ことをめざす。 

ア 各種講演や研修、実習を通して、興味関心を高める体験的キャリア教育を体系的に行う。 

イ 大学・研究機関への訪問により、生徒が視野を広げ、主体的に学びに向かう力を育む。 

ウ 全員が課題研究に取り組む体制を確立する。 

※ＳＳＨｱﾝｹｰﾄ「文理課題研究を通して『知りたい』と言う気持ちが高まった」を 70%以上を維持。(Ｈ30 74％ Ｒ１ 75% Ｒ２ 67% ） 

※ＳＳＨｱﾝｹｰﾄ「キャリアスタートゼミを通して自身のキャリアを考えるきっかけになった」を 70％以上を維持。（Ｈ30 34％ Ｒ１ 81% Ｒ２ 73%） 

 (２)国公立大学志望90%以上という生徒の進路希望を実現させるため、高い志を持ち続けることができるようサポートする。 

ア 新大学入試に対応した進路指導の取組みをさらに充実させる。 

イ 岸高手帳を活用することにより、学習習慣、時間管理能力と様々な活動をポートフォリオとして記録していく習慣を確立させる。 

ウ 「岸高ハイレベル講習」「岸高スーパークラス」を円滑に運営し、一層高い志を持った生徒が互いに切磋琢磨し、生徒の能力を最大限に引き出せるようにする。 

※国公立大学進学者を60%以上（Ｈ29,30で51.8%、Ｈ30,Ｒ1で56.5％ Ｒ1,Ｒ2で46％） 

※（生徒向け）学校教育自己診断「将来の進路や職業などについて適切な指導」85％以上を維持。（Ｈ30 89.7％ Ｒ１ 94.1% Ｒ２ 92.9％） 

３ 豊かな感性とたくましく生きるための健康と体力をはぐくむ取組み 

(１)「文武両道」をめざし、学習とクラブ活動・学校行事の両立への意識を高める。  

ア 学校生活の主体的な取組みを充実し、共感・協働の気持ちを持って取り組めるよう、豊かな感性や体力を育む。 

イ クラブ活動の奨励とクラブ活動を核にしたリーダーを育成する。 

 ウ 社会人としてのマナー、人権意識、主権者意識を醸成する。 

 ※（生徒向け）学校教育自己診断「クラブ活動が活発」を90%以上に。（Ｈ30 92.4％ Ｒ１94.5% Ｒ２ 93.4%）  

※（生徒向け）学校教育自己診断「社会人としてモラルを守る態度を育てようとしている」を80％以上に。（Ｈ30 84.9％ Ｒ１88.3% Ｒ２ 77.8%） 

(２) 教育相談室(教育相談・支援教育)を充実し、支援の必要な生徒のためのメンタルサポート体制を確立する。 

 ※（生徒向け）学校教育自己診断「困ったときに気軽に相談できる」を70％に。（Ｈ30 66.5％ Ｒ１ 65.8％ Ｒ２ 62.6%） 

(３)海外の学校との相互交流や協働研究で、グローバルリーダーとしての精神を育成する。 

※（生徒向け）学校教育自己診断「海外研修やＳＳＨ関連行事など他校にはない教育活動がある」の90％以上を維持。（Ｈ30 87.5％ Ｒ１92.1％ Ｒ２ 96.2%） 

４ 地域・保護者との連携と社会参加・社会貢献 

(１）ＳＳＨの成果・ＧＬＨＳの活動等や学校情報を収集し、地域や保護者に情報を発信する。 

(２) 近隣の学校や団体と連携を密にし、地域を中心とした社会参加・社会貢献に取組む。また、本校での行事や活動に近隣の学校や団体が参加できる企画をする。 

(３) 生徒と教職員が安全で安心に過ごせる学習環境を充実させる。 

※（保護者向け）学校教育自己診断における情報提供の満足度 90％以上を維持。（Ｈ30 年度 91.6％ Ｒ１90.1% Ｒ２ 93.7%) 

【学校教育自己診断の結果と分析・学校運営協議会からの意見】 

学校教育自己診断の結果と分析［令和３年 12 月実施分］ 学校運営協議会からの意見 

【学習指導面】・「思考力を育てる深い学び」の実現に向け、授業力向上チームを中心

に授業改善に取り組んだ。「授業に満足」【生徒】83％（昨年と同じ）【教職員】「指導

法に工夫」94％「子どもは授業が分かりやすいと言っている」【保護者】80％（いずれ

も上昇）土曜日午前中の学習タイムは、「学習時間として活用している」【生徒】が 53％

で、特に 2年生の活用が低い。（39％）土曜日の学習活動状況を一層改善したい。 

【生徒指導面】 

第 1回学校運営協議会（令和３年５月 27 日実施） 

・ＧＬＨＳ指定校として、他校と連携しながら大阪の教育全体へのレベルアップに貢献

してもらいたい。 

・海外の学校とのオンライン交流の具体的計画は→大阪観光局の協力により、韓国の高

校生との交流を計画。台湾との姉妹校とは秋に交流予定。 

・コロナ禍の中、動画による学校紹介は中学生にとって大変有益である。 
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「あいさつやマナーを守る指導、モラルを守る指導をしている」【生徒】82％【保護者】

81％「将来の進路や職業などについて適切な指導をしている」【生徒】95％【保護者】

90％【教職員】94％ と、本校の生活指導、進路指導については高い評価がある。一

方で「困ったときに保健室や相談室で気軽に相談できる」【生徒】63％（昨年と同じ）

が依然として低い。スクールカウンセラーの活用回数を増やしているが、相談室利用

を気軽にできる方策が課題である。 

【学校運営】（すべて教職員の自己診断結果） 

「教育活動について教職員で日常的に話し合っている」83％（昨年度 71％）「いじめが

起こった際の体制が整っており、迅速に対応している」92％（同 100％）「教育活動に

必要な情報について、生徒・保護者・地域に周知している」94％（同 95％）、「教育活

動について日常的に話し合っている」83%（同 71％）と、教員間の業務向上意識、外部

発信について高い数値が出ている。しかし、「校長は教育理念や学校経営についての考

え方を明らかにしている」72％(同 84%)「教育活動の評価をし、次年度に生かしてい

る」67％（同 71％）「校長のリーダーシップが発揮されている」58%（同 74％）とこの

３項目が低い。校長として、教育理念や経営方針を積極的に発信し、教員に周知し、

共通理解を図る。 

・緊急事態宣言中の学校生活はどうなっているのか→授業は通常通りだが部活動等は制

限がある。校外学習、文化祭も延期や形態変更での実施。 

第 2回学校運営協議会（令和 3年 10 月 27 日実施） 

・１，２年生の授業見学の後活動についての報告 

・広報関係について→昨年度より回数を増加。管理職と首席で中学校訪問を実施。 

・各種研修に関して→グローバルリーダー養成プログラム校内版、日本文化体感プログ

ラムについて説明 

・授業力向上について→「向上チーム」中心に相互授業見学、研究協議の活性化を図って

いる。 

・コロナ禍でストレスをためる生徒がいると思う。リラックスする機会を持ってほしい。 

第３回学校運営協議会（令和４年２月２日実施） 

・岸高手帳について→生徒手帳の内容に加え、日々の予定や活動の記録などを記入する

本校独自のシステム手帳。 

・１人１台端末について、活用目標（７５％）の妥当性は→Ａ4サイズのノートパソコン。

現時点で全生徒、教職員が毎日使うのは困難なのでいったん設定している。 

・部活動指導員について→現在 1人。他に社会人指導員も活用中。 

・「生徒相談室」について→校内に設置。教員で分担し昼休みに開室。 

 
３ 本年度の取組内容及び自己評価 

中
期
的 
目
標 

今年度の重点目標 具体的な取組計画・内容 評価指標（Ｒ２年度値） 自己評価 

１ 

確
か
な
学
力
の
確
立
と
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
の
育
成 

(１)生徒の持つ力を最大

限に引き出す。 

ア 「思考力を深め 

る」授業を探求し、学 

校組織としての授業 

力向上に取り組み、確 

かな学力の育成をめ 

ざす。 

 イ 「岸高学びのスタ 

イル」を各教科で作成・ 

共有し、３年間の指導目 

標を教員間で確認する。 

 ウ 「土曜の午前は学 

習タイム」を徹底し、生 

徒が主体的に学ぶ環境 

を整える。 

  

 (２)ＧＬＨＳ・ＳＳＨと

しての学力向上・活動

内容の充実。 

ア ４技能統合型の英

語授業の導入 

イ グローバルリー 

ダー養成プログラム 

等により、ディスカッ 

ション・プレゼンテー 

ション能力を育成。 

ウ 地域協働や外部 

連携等により、ＳＳＨ 

やＧＬＨＳの活動を 

深化する。 

エ ＩＣＴ機器を活用

しながら、課題研究の

指導手法を一般教科に

広める。 

 

 

 

 (３)「朝読」を実施し、

思考力、表現力を養う手

段として教科指導と連動

し、有効に活用。 

 

（１）ア.授業力向上チームを中心に、ＩＣＴ機器を活

用した授業に全授業担当者が取り組む。 

 

 

イ・「岸高学びのスタイル」を作成し、教科目標を担当

者が共有し、生徒の進路実現を図る。 

・教科別の公開授業週間を活用し、外部へ公開する。ま

た、外部の助言者を招き、指導教諭を中心に、授業力

向上をめざす校内研修を行う。 

 

ウ・「千亀利セミナー」（土曜の自学自習）の実施。 

各教科の講習の充実。 

・苦手意識を持つ生徒の教科指導「サポート講習」の充 

 実 

 

・土曜日の 1 年生対象「岸高スーパー講習」の円滑実施 

 

 

(２) 

ア・大学入試共通テストへの対応と４技能の生徒の伸長

の測定のためにＧＴＥＣの全員受検を１年２年全

員に実施。英検の受験を推奨し、その対策を指導す

る。 

イ.養成プログラムに参加した生徒によるリポートのま

とめを作成し、11月に１年生対象に報告会を行う。 

・【グローバルリーダー養成プログラム（国内版）】海外

留学生をリーダーとした夏のプログラムの充実 

・２年生次より、課題研究の成果を論文にする。 

 

ウ.文理学科の生徒全員が課題研究発表と論文作成をす 

る。全教科の教員が指導担当に当たる。その取組みに

ついて、報告書だけでなく学校ホームページでも積極

的に情報発信する。 

エ 

・「思考力・判断力・表現力」を育む「主体的 

で対話的な深い学び」の授業を教員が自主的に研 

究する教育環境を醸成する。 

・実践的な教員研修を年２回行う。 

(３) 

・朝読が「読解力」「論理的思考」「分析力」の育成や

「小論文」指導等に繋がる教員各自の教科指導や

ＨＲ指導の工夫をする。 

（１）ア．ＩＣＴ機器を活用する教員を①90%以

上 

学校支援クラウドサービスを活用する教員

を50%以上。 

授業アンケートの項目８「授業に興味・関心

を持つことができた」と項目９「知識や技能

が身についた」を3.20以上を維持。(Ｒ２ 

平均3.28/４点満点） 

 

イ．※（生徒向け）学校教育自己診断における「岸

高での授業に満足」を85％以上に（Ｒ２ 

83.2％） 

※教員研修を年に２回以上実施。教員参加率70%

以上。 

 

ウ・「千亀利セミナー」を４月に１年全員に実施。

生徒が継続して活用できるよう工夫する。 

・サポート講習の実施を徹底、土曜日午前中を含

めて継続的に実施。 

※（生徒向け）学校教育自己診断における「土曜

日の午前中を学習に活用」を60％以上に（Ｒ２ 

58.6％） 

・「ハイレベル講習」受講を１学期に募集・選考

し、９月に開始し、一層志を高く持つ生徒の

能力を伸ばす。 

生徒アンケート「受講してよかった」80%以上（Ｒ

2 88.2%）「実力がついた」75％以上（Ｒ２ 

80.9%） 

(２) 

英語検定試験受験を推奨し、その対策指導を校

内で実施。 

※（生徒向け）学校教育自己診断における「特色

ある教育活動がある」の90％以上を維持。（Ｒ

２ 96.2％） 

※各研修・講座の参加満足度 90％以上 を維

持する 

 

ウＳＳＨアンケート「文理課題研究を通して『知 

りたい』と言う気持ちが高まった」70%以上（Ｒ

２ 67%） 

・「次期ＳＳＨ事業開発チーム」を中心に３期申

請をする。 

エ． 

・年度前半に経験年数の少ない教員対象の研

（1）ア．ＩＣＴ機器はほぼ全

員、学校支援クラウドサー

ビスも①90％以上の教員が

活用。授業アンケートの項

目８は 3.20、項目９は

3.28、平均 3.24（◎） 

イ．（生徒向け）「岸高での授

業に満足」83.0％(△)と、指

標にわずかに届かなかっ

た。担当者間での差も考え

られるので、教員研修を充

実させたい。教員研修は 3

回実施するも参加は55％に

とどまる。他の業務と重な

り、参加できない教員がい

た。（△） 

ウ． 

「千亀利セミナー」（土曜日

午前中の自習）の 1 年生の

参加者はのべ 1000 名を超

え、当初の声掛けが奏功し

た。（〇） 

※（生徒向け）学校教育自己診

断「土曜日の午前中を学習

に活用」１年生は 62％であ

ったが、全体では59％。（△） 

③2年生の千亀利セミナー（土

曜日午前中の自習）参加者

が最も少ない。2年生の活用

を促す必要あり。 

「ハイレベル講習」生徒ア

ンケート「受講してよかっ

た」80%（〇） 

「実力がついた」75.4％（○） 

（2）英語検定 2 次試験指導希

望者全員に対して実施。

（○） 

※（生徒向け）学校教育自己診

断「特色ある教育活動があ

る」95.1%(〇) 

※グローバルリーダー養成プ

ログラム、各講座の満足度、

ほぼ 100％（◎） 

 

ウ．ＳＳＨのアンケート「文理

課題研究を通して『知りた

い』と言う気持ちが高まっ
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修、後半に授業力向上についての研修を行

う。 

・（生徒向け）学校教育自己診断「岸高での授業

に満足」を 85％以上に。（Ｒ２ 83.2%） 

 

 

 

 

 

・⑤（教員向け）学校教育自己診断「学校は研

修などで指導法の改善に努めている」の

80％以上を維持。（Ｒ２ 89.2%） 

 

 

 

 

(３) 

・「朝読チャレンジ」（入試問題に挑戦）の活用 

・図書委員主催で教員より推薦する図書を掲載

した「おすすめの本紹介の冊子」を作成し、

活用する。 

た」60％（△）コロナ禍の影

響もあり、思うように研究

活動ができなかったことが

要因の一つと思われる。 

・1 月に 3 期ＳＳＨを申請済

（〇） 

エ． 

7 月に経験の少ない教員中

心にＩＣＴ機器活用研修を

実施（〇） 

（教員向け）学校教育自己診 

断「学校は研修などで指導 

法の改善に努めている」 

(80,6%)。(〇) 

（生徒向け）「岸高での授業に

満足」83.0％(△) 

 

（3） 

「朝読チャレンジ」は 

月に１回程度１、２年次に

朝読の時間に実施し評論

文の読解力養成。（〇） 

「おすすめの本紹介の冊

子」は例年より半年早く、

全国の読書週間に合わせ

て作成、配付。（〇） 

２ 

高
い
志
を
は
ぐ
く
み
、
進
路
実
現
を
め
ざ
す
取
組
み 

（１）３年間を見据えた

キャリア教育を実施し、

「学び方を学ぶ」・「学び

に向かう力をつける」こ

とをめざす。 

ア 各種講演や研修、 

実習を通して、興味関心

を高める体験的キャリア

教育を体系的に行う。 

 

イ 大学・研究機関への

訪問により、生徒が視野

を広げ、主体的に学びに

向かう力を育む。 

ウ 全員が課題研究に取

り組む体制を確立する。 

 

(２)国公立大学志望90% 

以上という生徒の進路 

希望を実現させるため、 

高い志を持ち続けるこ 

とができるようサポー 

トする。 

ア 新大学入試に対応し

た進路指導の取組みをさ

らに充実する。 

イ 岸高手帳を活用する

ことにより、学習習慣、時

間管理能力と様々な活動

をポートフォリオとして

記録していく習慣を確立

させる。 

ウ 「岸高スーパー講習」

「岸高スーパークラス」

を円滑に運営し、一層高

い志を持った生徒が互い

に切磋琢磨し、生徒の能

力を最大限に引き出せる

ようにする。  

 

（１） 

 

 

ア 

・卒業生による職業講話や、大学教授等の出前講義、Ｓ

ＳＨ講演会などの機会をできるだけ多く提供し、将

来について考える機会を与える。  

イ 

・米国・豪州・ドイツの大学を訪問する研修や、東大・

京大・阪大等のキャンパスツアーを実施。 

・東大、京大、阪大の理系研究室、海外大学の理系研究

室の見学、ＪＡＸＡやカミオカンデなどへのサイエン

スツアーなどの参加を奨励。 

 

ウ 

すべての教科で課題研究担当者を分担し、学校全体で課 

題研究の指導体制を整える。 

 

(２) 

１年次から主体的な学習習慣を確立し、学習時間の確保

で学力を向上し、高い志で進路実現しようとする意欲的

な生徒を育成。 

ア 

・新大学受験に対応した長期休業期間の効果的な講習

（外部講師の活用も含む）や、年間を通じて苦手意識

のある生徒対象に学習を補完するサポート講習を提

供。 

・ＰＴ（東大・京大・医学部の希望者集団への個別指導）

を行う（継続） 

・模試等の分析会の活用。分析会後に進路ＨＲを必ず設

け、生徒にできなかったところや今後の学習につい

て、振り返りや考える時間を持たせる。 

 

イ 

・「岸高手帳」の導入により時間管理能力を育成する。

学期ごとに振り返りの進路ＨＲで、自身の活動記録と

して手帳を有効に活用する。 

 

ウ 

・希望者より「スーパー講習」、「スーパークラス（文系、

理系）の設定をすることにより、互いに切磋琢磨して、

志を高く持ち、生徒の主体的な「学びに向かう力」が

醸成されるよう努める。 

（１） 

ア 

・学校教育自己診断の講演会等の質問項目の肯

定的な生徒回答が80％以上維持。（Ｒ２ 92.9%） 

イ 

・学校教育自己診断の特色のある教育活動等の

質問項目の肯定的な保護者回答が80％以上維

持（Ｒ２ 96.0%） 

ウ 

新教育課程チームと研究開発部が連携して実

施。研究開発部の打ち合わせを週１回ペース

で行う。 

・ＳＳＨｱﾝｹｰﾄ「文理課題研究を通して『知りた

い』と言う気持ちが高まった」を 70%以上に。

（Ｒ２ 67 %） 

・ＳＳＨｱﾝｹｰﾄ「キャリアスタートゼミを通して

自身のキャリアを考えるきっかけになった」

を 70％以上を維持。（Ｒ２74 %） 

 

 

 

 

 

（２） 

・年４回実施する模試等の実施後、毎回教員に

よる分析会の後にＨＲを計画。 

 

 

 

 

イ 

岸高手帳を本校のキャリアパスポートとして活

用する。 

岸高手帳の活用度について「活用している」「ま

あまあ活用している」を 80％（令和 2 年度 

50％） 

アイの取組みの結果として 

※国公立大学進学者を現浪合わせて60%以上（72

期生はＲ１,Ｒ２で46％） 

※（生徒向け）学校教育自己診断における進路指

導の満足度85％以上を維持。（Ｒ２ 92.9%） 

 

ウ． 

（1）ア．学校教育自己診断の

講演会等の質問項目の肯定

的な生徒回答 95％（◎） 

 

イ．学校教育自己診断の特色

のある教育活動等の質問項

目の肯定的な保護者回答

94％（〇） 

ウ 

探究学習研究会議の会議

を週 1回ペースで行い、教

科からの代表と意見交換、

情報共有をした。（〇） 

・ＳＳＨアンケート文理課題

研究を通して『知りたい』と

言う気持ちが高まった」

60％（△） 

・「キャリアスタートゼミを

通して自身のキャリアを考

えるきっかけになった」

36％（△）内容変更の過渡期

であり、かつコロナ禍にお

いて講演会の中止や行事の

変更と重なり、数値が低く

なったと思われる。 

（2） 

模試の教員分析会とそれ

を受けての生徒への説明

会を模試ごとに４回実施。

（○） 

 

 

 

⑥イ．岸高手帳を「活用して

いる」「まあまあ活用して

いる」40％（△）手帳の活

用度に生徒間で差があっ

たと思われる。より使い

やすいようにレイアウト

を改訂する。 

 

※国公立大学進学者現浪合わ

せて 52，4％（△）現役志向

が強く、浪人する生徒が少
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1 年生「スーパー講習」アンケートで「スーパー

講習を受けて進路実現の気持ちが強くなった」

肯定の回答が 70％以上(Ｒ２ 64.7％） 

なかった。 

（生徒向け）「進路指導の満足

度」95.4％（○） 

 

ウ． 

「スーパー講習」アンケー

トで「進路実現の気持ちが

強くなった」76.9％（◎） 

３ 

豊
か
な
感
性
と
た
く
ま
し
く
生
き
る
た
め
の
健
康
と
体
力
を
は
ぐ
く
む
取
組
み 

(１)「文武両道」をめざ 

し、学習とクラブ活動・ 

学校行事の両立への意 

識を高める。  

ア 学校生活の主体的な

取組みを充実し、共感・協

働の気持ちを持って取り

組めるよう、豊かな感性

や体力を育む。 

イ クラブ活動の奨励

とクラブ活動を核にし

たリーダーを育成す

る。 

 ウ 社会人としてのマ

ナー、人権意識、主権者

意識を醸成する。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

(２) 教育相談室(教育相

談・支援教育)を充実

し、支援の必要な生徒

のためのメンタルサポ

ート体制を確立する。 

 

 

 

 (３)海外の学校との相

互交流や協働研究で、

グローバルリーダーと

しての精神を育成す

る。 

(１)  

ア 

・遠足・文化祭・体育祭・合唱コンクール等行事への生

徒の主体的な取組を支援する     

 

イ 

・クラブ活動振興のため社会人講師を活用する 

・外部講師を招聘したメンタルトレーニングや理学療

法的な講演会をクラブ部員中心に実施し、健康を自己

管理する能力を高め、高い志の下、 活動において良

い結果を出せるよう取り組む 

 

・学習とクラブ活動両立の良い事例の共有やリーダー

性を高めるためのリーダー研修をクラブ代表者対象

に実施する 

 

ウ 

・地域貢献や主権者としての社会参加意識、人権意識

の涵養と生活マナーの向上         

・いじめ防止や人権教育の推進のための教職員や生徒へ

の研修を実施する             

・朝の挨拶運動や交通マナー指導をはじめ、定期的な

遅刻指導を実施。 

 

 

 

 

(２) 

・教育相談室(教育相談＆支援教育)の円滑な運営を行

う。  

・教育相談室への、生徒・保護者・教職員の利用をすす

める。 

・スクールカウンセラーの助言と共に教育相談室が中

心となり、教職員の意識・スキル向上をめざした事例

検討会を開催する。 

・外部のカウンセラーを定期的に活用し、精神的ケア

の必要な生徒・保護者・教職員に適切な支援を行

う。 

 

 (３)・海外生徒の交流はコロナ禍の状況で不透明であ

るが、オンライン交流等を含めたＧＬＰ（校内版）

を充実し、生徒や保護者の異文化理解を進める。 

 (１) 

ア 

・（生徒向け）学校教育自己診断における学校行

事やクラブ活動の満足度 90％以上（Ｒ２ 

86.9％） 

イ 

（生徒向け）学校教育自己診断「クラブ活動が活

発」を 90%以上に。（Ｒ２ 93.4%） 

・講演会参加者数 200 名以上を維持する（Ｒ

２実施できず） 

・クラブ代表者対象リーダー研修を１回以上実

施 

（Ｒ２実施できず） 

 

ウ 

・教職員人研修の内容を充実させ、教員の人権意

識を高め、事案が生起した時の迅速な対応を

心がける。 

・（教職員）「学校はいじめが起こった際の体制が

整っており、迅速に対応する」80％以上を維持

（Ｒ２ 100%） 

・総遅刻数10％（約200件）減をめざす。（Ｒ２約

2500件） 

（生徒向け）学校教育自己診断「社会人としてモ

ラルを守る態度を育てようとしている」を

80％以上に。（Ｒ２ 77.8%） 

 あいさつ運動 20回以上 

 交通マナー指導 年間 50回以上 

 

 

(２) 

・教育相談を中心に、生徒に関する情報共有を

担任会議、生活指導部会において、その他随

時に対応。 

 

・生徒、保護者、教職員向けに相談だよりの年

間５回以上の発行およびその内容の充実 

・年間１回以上の、事例検討会を実施。また、

支援が必要な生徒の対応は随時迅速に行い、

週 1 回行われる学年担任会議や生活指導会議

で共有する。 

※（生徒向け）学校教育自己診断における「困っ

たときに気軽に相談できる」を70％に（Ｒ２ 

62.6％） 

 (３)・海外との交流行事、日本における留学生

との交流行事などを複数回実施する。 

（1）ア．（生徒向け）学校教育

自己診断における学校行事

やクラブ活動の満足度88％

コロナ禍で満足にできなか

ったと思われる。（△） 

イ．・（生徒向け）学校教育自己

診断「クラブ活動が活発」

91.4％（○） 

・８月実施の部活動講演会参

加者数は約 240 名。第２回

は３月に実施予定。（◎） 

クラブリーダー研修は３月

に実施予定（〇） 

 

ウ．・生徒指導事案に対して学

年を超えて迅速に対応でき

た。（〇） 

・（教職員）「学校はいじめが

起こった際の体制が整って

おり、迅速に対応する」

91.7％（○） 

 

・遅刻総数（２月末までで

11％減）（○）    

・（生徒向け）学校教育自己診

断「社会人としてモラルを

守る態度を育てようとして

いる」82.1％（○） 

・あいさつ運動年度末まで約

20 回 交通マナー指導約

50 回実施（〇） 

 (2)・教育相談会議を各学期

に 1 回以上実施。関係者

のケース会議は随時実

施。 

・相談だより５回発行。（〇） 

・全職員向け研修を年に１

回、新１年担任向け研修を

１回実施。ＳＣと教育相談

主担、養護教諭と常に情報

交換し、担任、分掌で情報

共有。保護者のカウンセリ

ングも実施。（〇） 

※（生徒向け）学校教育自己診

断における「困ったときに

気軽に相談できる」62.5％

（△） 

 

（3）韓国の高校生との交流２

回、台湾の姉妹校との２年

生全員対象の交流１回、日

本在住留学生との交流１回

（〇） 

４ 

地
域
・
保
護
者
と
の
連
携
と
社
会
参
加
・

(１）ＳＳＨの成果・ＧＬ

ＨＳの活動等や学校情報

を収集し、地域や保護者

に情報を発信する。 

 

 

 

 

(１)情報発信 

ア 

・本校Ｗｅｂページの「ＳＳＨブログ」「岸高アーカイブ」

（科目・部活動の課題研究成果）「教育コレクション」

「校長ブログ」などを通して本校の教育活動の広報を

推進する      （継続）      

 

 

(１) 

ア、イ 

（保護者向け）学校教育自己診断における情報

提供の満足度 90％以上を維持する。(Ｒ２ 

93.7%) 

 

（保護者向け）学校教育自己診断結果における

「国際交流ＳＳＨなどの特色ある教育活動」

（1） 

ア．（保護者向け）学校教育自

己診断における情報提供の

満足度 94.8％（○） 

 

・（保護者向け）学校教育自己

診断「特色ある教育活動」

94.0％（○） 
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(２) 近隣の学校や団体

と連携を密にし、地域

を中心とした社会参

加・社会貢献に取組む。

また、本校での行事や

活動に近隣の学校や団

体が参加できるよう取

組む。 

 

 

 

(３) 生徒と教職員が安

全で安心に過ごせる学

習環境を充実させる。 

 

・状況が許せば文化祭や体育祭、生徒研究発表会を保護

者や地域に公開する 

イ 

・学校Ｗｅｂページを閲覧しやすく改良し、中学生に魅

力あるものにする  

・メーリングリストによる情報発信と災害時等に安否確

認を確実に行えるように努める 

 

(２) 

ア  

・地域の幼稚園との計画的な交流を実施し、防災教育・

共同避難訓練を行う。 

イ  

・状況が許せば岸高桜祭を実施。内容を精選し、生徒中

心の運営にシフトし、生徒が主体的に地域連携につい

て関わる機会になるよう努める。 

・岸和田市のＮＰＯと連携し、岸和田市の発展に貢献で 

きる取り組みを模索する 

 

(３) 

・ノークラブデイの励行と全庁退庁日の徹底 

・部活動や文化祭等の行事の効率化を図る 

80％以上維持する（Ｒ2 96.0％） 

 

イ  

・学校Ｗｅｂページの更新を委託、促進する。 

・必要に応じて学年ごとにメール配信を行う。 

・校長ブログ年に 100 回以上更新 

・メール連絡 150 以上配信 

 

(２) 

ア・地域の幼稚園との交流を各学期に１回、年

３回以上実施。その中で防災教育を連携して

行う。  

 

イ 

・岸高桜祭の参加クラブ数４クラブ以上 

 

・近隣小学生、卒業生を招いた食育、クッキン

グ教室の開催を年３回以上実施 

・地域の和菓子店と共同で地元の特産品を使っ

た菓子の開発をさらに発展させる。 

 

 

（３） 

・随時、教職員に退庁の呼びかけを継続。 

・週休日等における自習室開放日を精選し、教

員の週休日勤務の負担を軽減する。 

・部活動指導員等、外部の指導員を活用し、教

員の指導負担を軽減する。 

・時間外勤務の月平均時間の年間（４月～２月）

平均の時数の５％削減（Ｒ２ 12 月まで 11％

削減） 

 

イ．・学校Ｗｅｂページを改

訂。（○） 

・校長ブログ12月末で150回

（〇） 

・メール配信の連絡は 12 月

末で 170 回（〇） 

（２） 

ア．地域の幼稚園との交流は

2 年生が２，３学期に１回

ずつ実施。コロナ禍で２回

となるが代替で動画を送る

（〇）。 

イ． 

・岸高桜祭の参加クラブ数８

クラブ（〇） 

・近隣小学生、卒業生を招い

た食育、クッキング教室は

コロナの影響もあり、２回

実施。（〇） 

・菓子の開発は順調で試作品

を製作中。（〇） 

（３） 

・退庁の呼びかけはあまりで

きず。超過勤務の教員には

都度面談をする。（△） 

・日曜日の自習室を閉じるこ

とにより教員の負担を軽

減。（○） 

・外部からの指導員は継続し

て活用。（〇） 

・時間外の勤務はＲ2 年度の

登校状況が同じ９月から２

月までを比較すると‐15％

（◎） 

 


